
学
校
開
放
期
間
後
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
度
に
続
き
、
本
年
度
も
、「
健

康
で
、
元
気
な
子
に
育
っ
て
き
て
い

る
」
の
肯
定
率
が
１
０
０
％
で
し
た
。

「
元
気
な
津
木
っ
子
」
を
目
指
し
て

い
る
本
校
と
し
て
は
、
た
い
へ
ん
う

れ
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
育
っ
て
い

る
」
「
毎
日
楽
し
く
学
校
生
活
を
送

っ
て
い
る
」「
仲
よ
く
遊
ん
で
い
る
」

「
生
き
生
き
と
活
動
で
き
て
い
る
」

の
各
項
目
に
つ
い
て
も
、
肯
定
率
が

高
く
、
子
ど
も
た
ち
の
充
実
し
た
学

校
生
活
の
一
面
を
評
価
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
た
だ
、
学
習
面
の
項
目

（
１
や
９
）
に
つ
い
て
は
、
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
少
数
意
見
に
も
耳
を
傾
け

つ
つ
、
こ
の
結
果
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
一
層
丁
寧
に
指
導
を
し
て
い
き

た
く
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
昨
年
度
と
同
様
、
「
子

ど
も
の
話
を
聞
い
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
り
す
る
よ
う

心
が
け
る
」
に
つ
い
て
、
子
育
て
の

基
本
を
踏
ま
え
て
、
ご
家
庭
で
お
子

さ
ん
に
関
わ
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
、
改
め
て
感
謝
し
ま
す
。

挨
拶
に
つ
い
て
は
、
児
童
会
の
取

り
組
み
の
柱
と
し
て
、
挨
拶
運
動
な

ど
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
読

書
活
動
に
つ
い
て
も
、
様
々
な
機
会

に
読
書
の
奨
励
を
し
て
い
ま
す
。
た

だ
、
ご
家
庭
で
は
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー

ム
の
時
間
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
ま

す
の
で
、
以
前
、
こ
の
「
山
の
小
鳥
」

で
も
取
り
上
げ
た
「
家
読
」
（
う
ち

ど
く
）
を
推
進
す
る
よ
う
な
手
立
て

を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、

そ
の
よ
う
な
点
で
も
ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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学
校
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り

Ａ Ｂ Ａ＋Ｂ Ｃ Ｄ

アンケート項目 人 ％ 人 ％ 肯定率 人 ％ 人％

1 ＜学習＞自分でしっかり考え、最後まで 8 23 20 57 80 6 17 1 3
やりきろうとする子に育ってきている。

2 ＜心＞なかまとともに助け合い、思いや 12 35 20 59 94 2 6 0 0
りのある子に育ってきている。

3 ＜体＞健康で元気な子に育ってきている。 29 83 6 17 100 0 0 0 0

4 子どもは、毎日楽しく学校生活を送って 25 71 8 23 94 2 6 0 0
いると感じる。

5 子どもは、よくあいさつをしている。 6 17 17 49 66 11 31 1 3

6 子どもは、仲良く遊んでいる。 15 44 17 50 94 2 6 0 0

7 子どもは、よく読書をしている。 4 11 9 26 37 19 54 3 9

8 運動会などの学校行事で、子どもは生き 23 68 10 29 97 1 3 0 0
生きと活動できている。

9 学校は、確かな学力を身につける授業づ 13 38 17 50 88 4 12 0 0
くりに努めている。

10 学校は、学校通信や学級通信、保健だよ 20 57 14 40 97 1 3 0 0
りなどの発行を行い、子ども達のようす

を伝えてくれている。

11 「早寝・早起き・朝ご飯」や、テレビ・ 5 14 19 54 69 11 31 0 0
ゲームの時間を守るなどの生活習慣が身

に付くよう心がけている。

12 家庭の一員として、子どもに手伝いをさ 5 14 17 49 63 13 37 0 0
せるよう心がけている。

13 子どもの話を聞いたり、コミュニケーシ 17 49 16 46 94 2 6 0 0
ョンをとったりするよう心がけている。

Ａ：十分できている。Ｂ：おおむね十分。Ｃ：やや不十分。Ｄ：不十分。
お子さん一人ひとりについて、上記項目ごとに振り返ってみた場合、どれに

当てはまるか、Ａ～Ｄの４段階から選んでいただきました。学校全体の集計結

果が上の表です。「肯定率」は、ＡとＢの％の合計で、肯定的にとらえている、

すなわち、よい方にとらえてくれている割合を表しています。


